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委員会での審査内容の一部を
紹介します

予算常任委員会

６月定例会（８／６閉会日）

産業建設常任委員会

● 寿橋補修工事について、この橋は地元の方がよく通
行されるが、工事期間はどのくらいか。

A・工期は１１か月間を予定している。工事期間中は前
面通行止めになることを、地元へ説明している。

● キャッシュレス決済によるポイント還元の期間が２
か月程度だが、消費動向に合わせた対応が必要では
ないか。

A・今秋の消費の落ち込みを不安に思われる事業者の声
を受けた対応だが、この取り組みの結果を分析し次
の経済対策に活かしていきたい。

〇�国の特別定額給付金の基準日の翌日以
降に生まれた新生児を対象に「新生児
特別臨時給付金」を給付する市独自の
取組について、審査しました。審査の
中で、今後施策を進めるにあたっては、
定住を促進するため、また、人口減少
対策を進めるため、施策の複合的な検
討が必要ではないかとの意見等があり
ました。審査の結果は、全員一致で可
決すべきものと決しました。

　橋りょう寿橋補修工事の入札の経過
と、補修工事内容の説明を受け、工事
請負契約の締結について、慎重に審査
し、全員一致で可決すべきものとして
決しました。

各分科会から審査結果の報告を受け、さらに総括的な審査を行いました。

各常任委員会報告

Q1

Q2

議案審議結果　議員の賛否

番号 件　　名 付託先委員会 議決結果

第80号 令和２年度長浜市一般会計補正予算（第４号） 予算常任委員会
可決（全員）

第81号 工事請負契約について 産業建設常任委員会

第82号 監査委員の選任について − 同意（全員）

令和２年長浜市議会６月定例会（８／６採決分）　※賛否の分かれた議案はありませんでした。

　６月定例会（８／６閉会日採決分）　各常任委員会に付託された議案２件について審査しました。

産業建設分科会 総務教育分科会

予算常任委員会（全議員）

●市長提出議案

寿
橋（
小
谷
丁
野
町
）
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市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
よ
り
本
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
８
月
６
日
の
正
副
議
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
重
責
を
果

た
す
た
め
、
渾
身
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
本
市
議
会
と
し

ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る

た
め
、
各
常
任
委
員
会
等
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
政
策
提
案
に
つ
な
げ
る
具
体
的
な

プ
ロ
セ
ス
を
確
立
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
に
対
し
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
議
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た
す

と
と
も
に
議
員
の
力
を
結
集
し
、
こ
の
難
局
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
か
ら
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議 員 役 員 等 一 覧 表

議  長
柴田　光男

副議長
鋒山　紀子

議　長　　柴田　光男 副議長　　鋒山紀子

総務教育常任委員会 ９名
委員長 山﨑正直

委
員

押谷與茂嗣 草野　豊 多賀修平 丹生隆明

副委員長 髙山　亨 藤井　登 鋒山紀子 松本長治

健康福祉常任委員会 ８名
委員長 轟　保幸 浅見信夫 伊藤喜久雄 佐金利幸 中川リョウ

副委員長 鬼頭明男 中嶌康雄 宮本鉄也

産業建設常任委員会 ８名
委員長 千田貞之 斉藤佳伸 柴田光男 中川　勇 西尾孝之

副委員長 竹本直隆 矢守昭男 吉田　豊

予算常任委員会 　25 名
委員長 中川　勇

（全議員）
副委員長 矢守昭男

議会運営委員会 　８名
委員長 松本長治 佐金利幸 千田貞之 中川　勇 中嶌康雄

副委員長 浅見信夫 藤井　登 山﨑正直　

広報広聴委員会 　11 名
委員長

副委員長

髙山　亨

宮本鉄也

伊藤喜久雄 鬼頭明男 佐金利幸 多賀修平

轟　保幸 中川リョウ 鋒山紀子 山﨑正直

矢守昭男

長浜水道企業団議会議員 ９名
伊藤喜久雄 押谷與茂嗣 鬼頭明男 柴田光男 髙山　亨 竹本直隆

中川　勇 丹生隆明 藤井　登

湖 北 広 域 行 政 事 務
セ ン タ ー 議 会 議 員 12名

浅見信夫 草野　豊 斉藤佳伸 柴田光男 千田貞之 中川リョウ

中嶌康雄 西尾孝之 鋒山紀子 松本長治 宮本鉄也 矢守昭男

湖 北 地 域 消 防
組 合 議 会 議 員 12名

斉藤佳伸 佐金利幸 柴田光男 多賀修平 髙山　亨 轟　保幸

中川　勇 中川リョウ 松本長治 宮本鉄也 山﨑正直 吉田　豊

長 浜・ 米 原 市 議 会
連 絡 協 議 会 委 員 ８名

伊藤喜久雄 斉藤佳伸 佐金利幸 柴田光男 竹本直隆 丹生隆明

鋒山紀子 宮本鉄也

敦 賀・ 長 浜・ 高 島 三
市 議 会 協 議 会 委 員 ７名

柴田光男 鋒山紀子 松本長治 山﨑正直 轟　保幸 千田貞之

中川　勇 　 　

令和２年10月1日現在

新役員が決まりました
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　令和元年度の決算議案を審査するため、正副議長を除く議員 23人で組織
する「決算特別委員会」を設け、一般会計及び特別会計の決算議案（議案第
88号～ 94号までの７議案）を付託しました。
　決算特別委員会には、３つの分科会（総務教育分科会、健康福祉分科会、
産業建設分科会）を設けました。
　この分科会では、委員と審査の範囲を常任委員会にあわせ、決算議案を各
分科会に分けて専門的に審査しました。
　その後、分科会における審査結果を決算特別委員会全体会で審査した結果、
３議案は全員一致、４議案は賛成多数で認定すべきものと決しました。

　特に付言すべきとされた事項

　≪・審査時に出された主な意見など・≫

○�財団法人滋賀県建設技術センター出
しゅつ

捐
え ん

金
き ん

について、合併時の引継ぎが漏れていたことに

より 52万円の出捐金が計上されていなかったと当局から報告がありました。

　これを受け、次のとおり付言しました。

　�既に合併から10年以上経過しているにもかかわらず、この間、見過ごされてきたことは、

大変遺憾であり、あってはならない事態です。また、議会への報告についても、判明し

た時点ではなく決算にあわせて報告されたことは、重ねて遺憾です。ついては、今後こ

のようなことが二度と起きないよう緊張感をもって取り組んでいただきたい。

○�不用額が小さい事業であっても、予算に占める不用額の割合が大きいものが見られるの

で、予算執行率の視点により、丁寧な予算編成やわかりやすい決算資料の作成に努めて

いただきたい。

○財産に関する調書では、財産の利用状況がわかるよう資料を作成いただきたい。

○市議会として監視機能を果たすなかで、議員のチェック力を向上していく必要がある。

決算議案を分科会で審査

分科会での審査を踏まえ全体会で総括審査

９月定例会 決算特別委員会報告 ・

産業建設分科会
（９月１７日）

健康福祉分科会
（９月１８日）

総務教育分科会
（９月２３日）

令和元年度の
決算を審査
しました。
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〇�

令
和
元
年
度
長
浜
市
病
院
事
業
会
計
決
算
の

認
定
を
審
査
す
る
中
で
、
市
が
寄
付
を
受
け

て
い
る
未
利
用
資
産
に
つ
い
て
は
、
寄
付
者

の
意
向
に
寄
り
添
っ
て
、
病
院
が
活
用
で
き

る
も
の
は
積
極
的
に
活
用
さ
れ
た
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

〇�

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
経
済
活
動
の
低
下
が
市
民
生
活
や

地
域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
継
続
的
に
感
染
予
防
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
期

の
社
会
経
済
活
動
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、

国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
さ

ら
な
る
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
経
済
活
動
の

両
立
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
国
の
早
急

な
対
応
を
求
め
、
本
市
議
会
か
ら
国
会
や
総

理
大
臣
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
、

そ
の
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

�　

委
員
会
審
査
の
結
果
、
意
見
書
と
し
て
提

案
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
委
員
長
か
ら
議
長

へ
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

○�

認
定
を
求
め
ら
れ
て
い
る
市
道
の
中
で
、
神

照
幼
稚
園
南
側
の
神
照
南
北
６
号
線
、
神
照

環
状
６
号
線
、
神
照
東
西
17
号
18
号
19
号
線

は
、
交
通
渋
滞
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
が
生
活
上
の
不

便
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
公
安
委
員

会
と
も
協
議
し
交
通
安
全
対
策
に
十
分
配
慮

さ
れ
る
よ
う
付
言
を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
議
案
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Q�

長
浜
市
公
共
下
水
道
の
管
が
老
朽
化
し

て
い
る
と
思
う
が
、
計
画
的
に
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A�

管
の
耐
用
年
数
は
50
年
で
あ
る
。
令
和

20
年
以
降
の
計
画
に
お
い
て
更
新
の
需

要
が
で
て
く
る
の
で
、
計
画
的
な
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

〇�

滋
賀
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
が
令
和

２
年
３
月
31
日
で
解
散
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
令
和
元
年
度
滋
賀
県
市
町
村
交
通
災
害

共
済
組
合
会
計
の
決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と

認
め
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

〇�

各
学
校
へ
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
に

つ
い
て
審
査
し
、
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〇�

少
人
数
学
級
を
求
め
る
意
見
書
案
が
髙
山
亨

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
委
員
会
で
審
査
し
ま

し
た
。
教
育
は
長
期
的
な
視
点
で
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
少
人
数
学
級
の
実
現
に
は

様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
委
員

会
で
議
論
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
意
見
な
ど
が
あ
り
、
否
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

各常任委員会の報告

市道認定の現地調査を実施しました

市道南北６号線（神照幼稚園南側））

９月定例会 委員会での審査内容の
一部を紹介します

各常任委員会に付託された議案 10 件、意見書２件について審査しました。
採決結果は 19 ページをご覧ください。
また、健康福祉常任委員会では、新型コロナウイルス感染症に関する意見書について議論しました。
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委員会での審査内容の一部
を紹介します

９／３　予算常任委員会

９／ 29　予算常任委員会

Q�森林所有者等の利用頻度が高い路線等の復旧
を図るための補正予算だが、利用頻度が低い
路線等への対応はされないのか。

A�林道のパトロールをして被災した路線等を確
認しています。また、車で行けない箇所につ
いては、地元から声かけをいただき、被災し
た路線等は全て網羅しています。また、今回
の補正予算で対応していないものについては、
現計予算、予備費等で対応しています。

Q 市営住宅北新団地建替をＰＦＩ事業で行って
いるが、このことによる電波障害の対策は
業者がすべきではないのか、調査をする時
期は適切であったのか。

A�業者が要求水準に基づいて、設計の段階で
電波障害の調査を行うようになっていまし
たが、その対策については市側でみるよう
になっています。

長浜市民体育館の災害復旧事業にあたっては、
必要最低限の復旧に限り、今後本市における体
育館の将来的な建て替えを含めた検討を進めら
れるよう求めました。
　また、復旧事業への追加の投
資が無いよう求めました。

Q�コロナ禍の中で指定管理
料を補正で計上されてい
るが、指定管理者は現在
の状況でどこまで施設運
営を継続することができ
る想定なのか。

A�今回は休業要請期間中へ
の対応ですが、１年間を
通じて指定管理料がどう
なるのか見極めて対応し
ていく必要があると考え
ています。

議案第 114 号の旧
浅井東診療所解体工
事費について、建物
が民家に非常に近い
ことから、自治会、
付近住民の協力等コ
ンセンサスを得て、
工事の際には周囲に
十分配慮するなど、
注意して取り掛かる
よう意見がありまし
た。

市営住宅北新団地建替をＰＦＩ事業について、今
後は、追加対応と思われることがないよう速やか
な対応をされ、しっかりと周辺住民へ説明をされ
るようにとの意見がありました。

各分科会から審査結果の報告を受け、さらに総括的な審査を行いました。特に、追加で解体工事費が
提案された件に関連して、今後市民からの声に注意を傾け誠実な対応をとるよう意見がありました。

各分科会から審査結果の報告を受け、さらに総括的な審査を行いました。
分科会から提案された意見について、執行部へ付言することが確認されました。

９月定例会 予算常任委員会報告
予算常任委員会には、補正予算案７件を付託しました。そのうち、議案第 83 号は、初日（９月３日）に予算常任委員会を開催し、
審査、採決しました。
採決結果は 19 ページをご覧ください。

再開日 14 日に付託した補正予算案４件に加え、９月 29 日に追加提案された補正予算案２件について、予算常任委員会を開催し、
審査、採決しました。採決結果は 19 ページをご覧ください。

産業建設分科会

産業建設分科会

総務教育分科会

総務教育分科会健康福祉分科会

予算常任委員会（全議員）

予算常任委員会（全議員）
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９月定例会では、会派代表５人・個人 15人の議員が一般
質問を行いました。また、1人から質疑がありました。

会派代表質問　※下記の質問項目のうち、太字部分の要約を、９～11ページに掲載しています。

○恵風会（伊藤喜久雄・議員）� ①（仮称）神田スマートインターチェンジについて

� ②地方移住と長浜市の地域価値について

○尽誠（中川　勇・議員）� ①コロナ禍による市長施政方針への影響変化等について

� ②ウィズコロナでの北部地域の振興策について

� ③コロナ禍における人権対策について

� ④ウィズコロナを見据えての子ども医療費助成の段階的実施について

� ⑤豪雨時に度々道路冠水等の状態となる大井川・鬼川の管理体制等について

� ⑥監査制度の充実強化について

○新政クラブ（吉田　豊・議員）� ①コロナ禍における政策ビジョンについて

� ②今後の経済対策と市の財政運営について

� ③地域間医療連携について　　④地域医療構想について

○日本共産党長浜市議団� ①財政運営と市民の暮らしについて　　②ＰＣＲ等検査体制の充実について

　　　　　（浅見信夫・議員）� ③地域医療構想等について　　④国民健康保険について

� ⑤介護保険について　　

○新しい風（山㟢正直・議員）� ①医療体制と感染防止策について　　②社会経済活動支援施策について

� ③教育現場での新しい生活様式について

� ④「withコロナ社会」における働き方改革について

� ⑤コロナハラスメントについて

個人一般質問（質問者順）　※下記の質問項目のうち、太字部分の要約を、11～14ページに掲載しています。
○斉藤佳伸・議員� ①姉川・高時川合流地域周辺の洪水対策について　　②防災全般について

○千田貞之・議員� ①消防団組織について　　②消防団・自主防災組織等連携促進支援事業について

○中嶌康雄・議員� ①サポカー普及について　　②市のまちづくりについて

� ③一部事務組合の再編について　　④行財政改革について

� ⑤教育改革について　　⑥コロナ禍における対応策について

○草野　豊・議員� ①医療的ケア児の支援について　　②障がい者雇用に対する取り組みについて

� ③高齢者の孤立について　　④健康増進政策について

� ⑤児童生徒の心のケアについて　　⑥電気自動車充電所の増設について

� ⑦羽毛のリサイクルについて

○矢守昭男・議員� ①鳥獣害対策について　②公共施設の水害対応について

� ③中学生の修学旅行キャンセルでの企画料金について

○押谷與茂嗣・議員� ①文書・ハンコ・対面など、テレワークをはばむ「アナログ市役所」の慣習の見直しについて

� ②不要不急と行政改革について　③市職員の働き方の見直しについて

� ④マネジメント手法の見直しについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページへつづく）

個人質疑　※下記の質疑項目のうち、太字部分の要約を、８ページに掲載しています。

○中嶌康雄・議員� 議案第83号令和２年長浜市一般会計補正予算（第５号）
� ①保健体育施設災害復旧事業費について　

� 議案第84号令和２年長浜市一般会計補正予算（第６号）
� ①スポーツ振興対策事業費について　　②市営住宅整備事業費について

市政を問う
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問　

な
ぜ
こ
れ
が
災
害
復

旧
な
の
か
、
私
達
は
、
毎

月
定
例
委
員
会
を
開
催
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
災

害
復
旧
報
告
で
は
、
農
政

課
、
北
部
振
興
局
が
丁
寧

な
説
明
を
さ
れ
、
都
市
建

設
部
長
か
ら
市
内
の
災
害

概
要
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
長
浜
市
民
体
育
館

の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
被
害
報
告
を
さ
れ
た

の
か
。
年
々
老
朽
化
対
策

を
講
じ
て
き
た
の
に
対
応

が
遅
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
市
の
管
理
体
制
に
つ

い
て
問
う
。

答　

7
月
の
豪
雨
に
よ
り

屋
根
と
壁
面
の
接
合
部
か

ら
浸
水
、
一
階
フ
ロ
―
リ

ン
グ
、
二
階
部
分
Ｐ
タ
イ

ル
に
支
障
を
き
た
し
た
の

で
補
修
し
た
い
。

はやく建替えの
検討を

個 人 質 疑

 

中
嶌
　
康
雄
　
議
員

長浜市民体育館

傾くキュービクル老朽化するパイプ

保
健
体
育
施
設
災
害
復
旧

事
業
費
に
つ
い
て

個人質疑
録画映像QR

（前ページからの続き）

個人一般質問（質問者順）　※下記の質問項目のうち、太字部分の要約を、14～18ページに掲載しています。
○藤井　登・議員� ①長浜市立体育館等の使用料金について　　②病院事業について

� ③学校再開後について　　④湖周道路の景観について

○竹本直隆・議員� ①小中学校のプール廃止について　　②高時川堤内、及び市道管理について

○鬼頭明男・議員� ①GIGAスクール構想について　　②修学旅行のキャンセル料等について

� ③定期的に治療が必要な小中学生への医療費の助成について

� ④コロナ禍の影響を受けた事業者支援について　　⑤特定空家について
○轟　保幸・議員� ①湖北圏域河川整備計画の見直しについて
� ②集中豪雨・大雨時の中小普通河川、水路の排水対策について

○髙山　亨・議員� ①小中学校における「少人数学級の推進・実現」について
� ②「自律と協働による住民自治」の推進について　

○中川リョウ・議員� ①コロナ禍における教育について　　②パワハラ、セクハラ対策について
� ③ICT教育について　　④空家対策と移住の促進について

� ⑤観音文化の里ミュージアムについて　　

○佐金利幸・議員� ①ふるさと納税について　　②出資法人の経営状況について　　
○丹生隆明・議員� ①新型コロナウイルス感染症における市の対策について
� ②熱中症対策における市の対応について

○多賀修平・議員� ①虎姫地域における、安心・安全を担保するための具体的な事業施策について

市政を問う
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問　

基
本
計
画
検
討
調
査

が
昨
年
６
月
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
進
捗

状
況
と
、
国
に
よ
る
直
轄

調
査
に
向
け
た
条
件
、
南

長
浜
地
域
の
都
市
計
画
と

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

地
域
課
題
の
整
理
・

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
必
要
性
・
整
備
効

果
の
検
討
・
計
画
交
通
量

の
推
計
な
ど
に
つ
い
て
、

本
年
７
月
か
ら
滋
賀
国
道

事
務
所
・
滋
賀
県
土
木
交

通
部
・
ネ
ク
ス
コ
中
日
本

㈱
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
年
10
月
か
ら

12
月
頃
に
近
畿
地
方
整
備

局
か
ら
本
省
に
翌
年
の
準

備
段
階
調
査
箇
所
の
説
明

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
整
備
効
果
を
国
に

対
し
て
具
体
的
に
示
す
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て

は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
起
爆
剤
と
し

て
周
辺
道
路
の
整
備
を
進

め
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ま

の
考
え
を
十
分
に
反
映
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

国
の
地
方
制
度
調
査

会
の
答
申
で
は
「
地
域
自

治
組
織
」
の
提
案
が
さ
れ
、

総
務
省
で
も
地
域
の
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
「
地
域

運
営
組
織
」
を
形
成
し
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
取
組
み
を
行
う
様
々
な

事
例
が
全
国
的
に
拡
大
し

て
い
る
と
報
告
書
が
あ

る
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
で
あ

る
か
ら
こ
そ
地
域
の
将
来

を
見
据
え
、
地
域
の
こ
と

を
一
番
よ
く
知
っ
て
お
ら

れ
る
住
民
が
自
分
達
の
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
、
必

要
な
取
組
み
を
話
し
合
い

協
力
し
な
が
ら
進
め
る

「
地
域
自
治
組
織
」
に
向

け
て
提
案
し
て
い
く
考
え

を
問
う
。

答　
「
地
域
自
治
組
織
」

の
機
能
と
し
て
は
、「
地

域
づ
く
り
協
議
会
」「
連

合
自
治
会
」「
ま
ち
づ
く

り
会
社
」
の
連
携
が
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ま
ず

は
形
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、
地
域
の
実
情
に
あ
わ

せ
て
有
効
な
事
例
を
管
内

に
普
及
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る

様
々
な
支
援
策
を
提
案
し

て
ま
い
り
ま
す
。

全市画一的な取組
みは困難。独自の
支援策を

長浜南部エリア
活性の起爆剤に

会 派 代 表 質 問

各会派の代表質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

恵
風
会

伊
藤
喜
久
雄
　
議
員

尽
　
誠

中
川
　
勇
　
議
員

住民

自治会

地域づくり
協議会

老人会

NPO

校区福祉委員
民生児童委員

各地域団体等

自主防災組織

こども会
PTA

公民館

地域自治組織

意思決定
地域全体で
の決めごと
をする 長

浜
市実 行

いろいろな
活動を企画
&実施

協働・連携

神田パーキングエリア

地域自治システムのイメージ図

(
仮
称)
神
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
、
南
長
浜
地
域
の
都
市
計
画
・

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

余
呉
地
域
や
西
浅
井
地
域
等
へ
の
「
地
域

自
治
組
織
」
に
向
け
た
提
案
に
つ
い
て

会派代表質問
録画映像QR

会派代表質問
録画映像QR
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問　

観
光
政
策
の
立
案
に

つ
い
て
問
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
経
済
へ
の

影
響
は
深
刻
で
、
と
り
わ

け
観
光
は
大
打
撃
で
あ

る
。
幸
い
本
市
に
は
素
晴

し
い
自
然
や
観
光
資
源
が

あ
り
、
本
年
５
月
に
こ
れ

ら
の
資
源
を
戦
略
的
に
発

信
で
き
、
今
後
の
観
光
に

指
針
を
与
え
る
文
化
観
光

推
進
法
も
施
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
機
を
ま
さ
に
転

機
と
捉
え
、
経
済
回
復
と

な
る
新
た
な
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
の
観
光
政
策
を
立
案
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。
当
市

の
見
解
を
伺
う
。

答　

５
月
期
の
観
光
入
込

客
数
は
、前
年
比
77
．
４
％

減
52
万
５
千
人
の
減
少

で
、
未
曽
有
の
危
機
に
瀕

し
て
い
ま
す
。
先
の
見
通

せ
な
い
状
況
で
す
が
、
伝

統
文
化
、
歴
史
、
自
然
等

の
魅
力
が
失
わ
れ
た
も
の

で
は
な
い
の
で
、
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
を
十
分
に
踏
ま

え
な
が
ら
観
光
資
源
の
魅

力
を
最
大
限
生
か
し
た
短

期
、
中
長
期
の
観
光
政
策

を
、
柔
軟
か
つ
臨
機
応
変

に
検
討
し
ま
す
。
又
、
観

光
推
進
法
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
地
域

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
認
定
さ
れ
れ

ば
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
作

り
や
情
報
発
信
に
戦
略
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
を
抑
止

す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

検
査
体
制
を
拡
大
し
な
が

ら
、
財
源
を
国
が
確
保
し
、

感
染
震
源
地
（
エ
ピ
セ
ン

タ
ー
）
の
地
域
の
住
民
、

事
業
所
の
在
勤
者
を
対
象

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
、
医
療
機
関
、
福

祉
施
設
、
学
校
な
ど
集
団

感
染
に
よ
る
リ
ス
ク
の
高

い
施
設
に
勤
務
す
る
職
員

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ

る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
適
切

な
実
施
な
ど
、
県
の
対
応

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の

迅
速
な
対
応
が
重
要
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
県
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
対

応
し
て
、
地
域
の
か
か
り

つ
け
医
で
診
察
・
検
査
で

き
る
態
勢
を
整
備
し
、
１

日
の
検
査
数
を
２
千
件
程

度
に
拡
充
す
る
方
針
で
、

国
も
感
染
が
発
生
し
た
施

設
等
に
限
ら
ず
、
地
域
の

関
係
者
を
幅
広
く
検
査
す

る
方
針
を
示
し
て
い
ま

す
。
湖
北
圏
域
で
は
、「
帰

国
者
・
接
触
者
外
来
」
の

検
査
の
ほ
か
、
市
立
長
浜

病
院
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
35
人

を
検
査
し
て
い
ま
す
。
入

院
病
床
に
つ
い
て
は
、
湖

北
圏
域
で
27
床
が
確
保
さ

れ
て
お
り
、
９
月
11
日
時

点
で
の
入
院
患
者
は
ゼ
ロ

と
い
う
状
況
で
す
。

PCR検査拡大で
感染拡げない！

先を見据えた
新しい観光施策を
しっかりつくろう

会 派 代 表 質 問

各会派の代表質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

新
政
ク
ラ
ブ

吉
田
　
豊
　
議
員

日
本
共
産
党
長
浜
市
議
団

浅
見
　
信
夫
　
議
員

長浜大手門通り商店街（10月３日土曜日）

PCR検査センター（市立長浜病院）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

政
策
ビ
ジ
ョ
ン

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
抜
本
的

強
化
を

会派代表質問
録画映像QR

会派代表質問
録画映像QR



11 ながはま市議会だより

問　

新
し
い
働
き
方
へ
の

所
見
に
つ
い
て

答　

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

社
会
と
な
っ
て
最
も
大
き

く
働
き
方
が
変
わ
っ
た
も

の
は
、
仕
事
の
リ
モ
ー
ト

化
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

結
ぶ
こ
と
で
都
市
部
地
方

を
問
わ
ず
、
ど
こ
に
い
て

も
離
れ
て
い
て
も
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
ま

し
て
移
動
に
要
す
る
時
間

を
大
幅
に
短
縮
で
き
、
仕

事
の
量
や
質
が
大
き
く
向

上
し
ま
す
し
、
在
宅
な
ど

で
の
多
様
な
働
き
方
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
で
副
業
が

促
進
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
働

く
こ
と
に
制
約
が
あ
っ
た

方
々
の
就
労
促
進
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
働
き
方
が
広
ま
っ
て
い

け
ば
、
オ
フ
ィ
ス
の
あ
り

方
も
変
わ
っ
て
い
く
と
思

わ
れ
ま
す
し
、
地
方
都
市

で
あ
る
長
浜
市
に
お
い
て

も
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
出
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

市職員や教職員が
テレワークできる
環境を

斉
藤
　
佳
伸
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

問　

錦
織
、
落
合
、
難
波
、

新
居
、
野
寺
５
町
に
つ
い

て
は
、
水
害
の
危
険
度
が

極
め
て
高
く
、
豪
雨
や
台

風
に
よ
る
増
水
の
た
び

に
、
幾
度
と
な
く
避
難
勧

告
が
出
さ
れ
て
い
る
。
姉

川
・
高
時
川
の
合
流
地
点

で
、
水
位
が
上
が
り
、
堤

防
が
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
だ
。
姉
川
・
高
時

川
の
合
流
周
辺
の
５
町
自

治
会
長
か
ら
、
市
長
に
対

し
、「
湖
北
圏
域
河
川
整

備
計
画
」、「
田
川
河
川
整

備
計
画
」
な
ら
び
に
姉
川
・

高
時
川
の
流
下
能
力
を
高

め
る
た
め
に
、
川
床
に
堆

積
し
た
土
砂
の
撤
去
、
河

道
内
の
竹
林
・
樹
木
の
伐

採
に
つ
い
て
要
望
書
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

市
は
ど
う
受
け
止
め
た
の

か
。

答　

一
刻
も
早
く
対
策
を

行
う
こ
と
が
必
要
。

　

令
和
３
年
度
の
県
要
望

と
し
て
「
最
重
要
項
目
」

と
し
て
市
長
が
直
接
面
談

し
て
事
業
の
加
速
化
と
適

正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て

要
望
し
ま
し
た
。
知
事
か

ら
も
長
浜
市
と
連
携
し
て

事
業
の
推
進
を
図
る
と
の

回
答
を
得
て
い
ま
す
。
田

川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て

も
、
治
水
対
策
上
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
地
元
の
皆

さ
ん
に
は
十
分
説
明
し
て

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

令和２年７月８日　姉川・高時川合流地点

誰一人の犠牲者を
出さないためにも！

一般質問
録画映像QR

会 派 代 表 質 問

新
し
い
風

山
﨑
　
正
直
　
議
員

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
社
会
に
お

け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

会派代表質問
録画映像QR

姉
川
・
高
時
川
合
流
地
域
周

辺
の
洪
水
対
策
を
万
全
に

個 人 一 般 質 問
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千
田
　
貞
之
　
議
員

（
恵
風
会
）

中
嶌
　
康
雄
　
議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

問　

国
の
消
防
団
へ
の

装
備
基
準
で
は
、
団
員
の

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
安

全
靴
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
な
ど

の
装
備
を
全
て
の
消
防
団

員
に
配
備
と
あ
る
。
ま
た
、

す
べ
て
の
団
員
に
災
害
現

場
で
の
情
報
共
有
の
た
め

双
方
向
の
通
信
手
段
を
確

保
す
る
た
め
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
な
ど
の
機
器
も
記
さ

れ
て
い
る
。

　

団
員
の
安
全
、
災
害
の

危
険
回
避
、
現
場
対
応
な

ど
か
ら
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
消
防
団
と
の
協
議

の
う
え
的
確
に
資
機
材
の

配
備
、
態
勢
の
充
実
を

図
っ
て
ほ
し
い
と
思
う

が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

消
防
団
の
主
要
な
資

機
材
で
あ
る
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
は
、
合
併
前
の
市

町
ご
と
で
仕
様
が
異
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
合
併
後

の
消
防
団
幹
部
会
議
に
お

い
て
、
今
後
更
新
す
る
車

両
は
、
全
分
団
と
も
同
一

仕
様
と
す
る
こ
と
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
こ

の
決
定
を
尊
重
し
て
、
分

団
間
の
公
平
性
や
、
長
浜

市
消
防
団
と
し
て
一
体
性

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

ポ
ン
プ
車
を
含
め
た
資
機

材
に
つ
い
て
は
、
全
分
団

統
一
仕
様
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

問　

政
府
は
、
高
齢
運
転

者
の
交
通
事
故
防
止
対
策

の
一
環
と
し
て
、
衝
突
被

害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の

先
進
安
全
技
術
で
ド
ラ
イ

バ
ー
の
安
全
運
転
を
支
援

し
て
く
れ
る
車
「
セ
ー
フ

テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
（
サ

ポ
カ
ー
）」
の
普
及
啓
発

に
官
民
連
携
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

本
市
と
し
て
、
こ
の
制

度
普
及
啓
発
・
単
独
補
助

お
よ
び
道
路
等
管
理
者
と

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
問
う
。

答　

高
齢
運
転
者
の
交

通
事
故
防
止
対
策
で
あ
る

「
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
」
に

つ
き
ま
し
て
も
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
活
用
し
補
助
制

度
の
普
及
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
よ
り
安
全
性
の
高

い
自
動
車
の
普
及
に
向
け

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

区
画
線
の
整
備
、
維
持
な

ど
、
道
路
管
理
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

令和２年７月８日　水没車両救援活動

サポカーイメージ図

地域の実情に応じ
た対応を！

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

できるだけお年寄
りも運転できる環
境を！

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

消
防
団
の
資
機
材
の
充
実
に

つ
い
て

高
齢
者
に
対
す
る
サ
ポ
カ
ー

制
度
の
復
旧
啓
発
に
つ
い
て
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草
野
　
豊
　
議
員

（
尽
誠
）

矢
守
　
昭
男
　
議
員

（
恵
風
会
）

問　

し
ょ
う
が
い
福
祉
プ

ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、「
と

も
に
支
え
、
と
も
に
暮
ら

す
、
や
さ
し
い
ま
ち
長
浜
」

の
実
現
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
の

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

は
柔
軟
に
見
直
し
を
行
う

と
さ
れ
て
い
る
。

　

特
化
し
た
推
進
状
況
の

変
更
点
は
。

答　

災
害
時
の
常
用
電
源

の
確
保
、
医
療
用
材
料
・

医
薬
品
の
備
蓄
が
特
に
重

要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
福

祉
人
材
確
保
の
項
目
を
追

加
し
、
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

問　

医
療
の
充
実
、
医
療

的
ケ
ア
の
充
実
は
。

答　

福
祉
分
野
と
医
療
分

野
に
よ
り
体
制
構
築
に
向

け
協
議
し
て
い
ま
す
。
現

在
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
応

可
能
な
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
、
成
人
向
け

の
生
活
介
護
事
業
所
の
整

備
と
合
わ
せ
、
短
期
入
所

施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

問　

長
浜
市
独
自
の
支
援

は
。

答　

看
護
師
等
が
絶
対
的

に
不
足
し
て
い
る
。
保
護

者
の
方
々
か
ら
の
要
望
の

実
現
に
向
け
て
、
関
係
機

関
と
の
協
議
等
を
継
続
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

長
浜
市
は
９
月
７

日
に
地
震
大
雨
時
に
開
設

す
る
指
定
避
難
所
の
見
直

し
を
行
っ
た
。
６
カ
所
を

取
り
消
し
、
新
た
に
９
カ

所
を
指
定
、
計
76
カ
所
と

な
っ
た
が
、
び
わ
地
域
で

は
南
浜
公
民
館
と
、
び
わ

体
育
館
の
指
定
が
取
り
消

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
避

難
時
間
な
ど
を
課
題
と
感

じ
る
。
ま
た
虎
姫
地
域
の

避
難
所
は
神
照
小
学
校
の

１
カ
所
と
な
り
、
更
な
る

避
難
所
の
整
備
が
必
要
と

考
え
る
。
河
川
氾
濫
時
に

１
階
が
浸
水
し
、
浸
水
の

恐
れ
が
あ
る
２
階
で
の
避

難
が
想
定
さ
れ
る
が
、
現

在
の
避
難
所
で
は
ど
の
よ

う
に
準
備
さ
れ
て
い
る
の

か
問
う
。

答　

受
付
も
２
階
に
設

置
し
、
停
電
や
ト
イ
レ
が

使
用
で
き
な
い
こ
と
に
備

え
、
発
電
機
や
簡
易
ト
イ

レ
等
の
資
機
材
も
備
蓄
し

て
今
後
は
、
２
階
を
使
っ

た
避
難
所
運
営
訓
練
や
垂

直
避
難
の
訓
練
も
検
討
を

考
え
ま
す
。

市内支援事業所の医療的ケア

豪雨時の高時川（姉川との合流地点）

福祉施策の
充実を！

避難所の
　安全対策を！

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に

つ
い
て

公
共
施
設
の
水
害
対
応
に

つ
い
て
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押
谷
與
茂
嗣
　
議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

藤
井
　
登
　
議
員

（
恵
風
会
）

問　

政
府
の
規
制
改
革

推
進
会
議
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
に
は
、
行
政
機
関
で
も

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大
限

活
用
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
し
て
、
行
政
手
続
き
の

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
求

め
、
行
政
手
続
き
を
行
う

際
の
押
印
を
廃
止
し
、
真

に
必
要
な
場
合
に
限
定
す

べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
市
に
お
け
る
今
後
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み

と
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
た
民

間
か
ら
の
人
材
確
保
に
つ

い
て
問
う
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
も
と
、

特
別
定
額
給
付
金
等
の
申

請
を
通
じ
て
、
非
効
率
な

行
政
手
続
き
が
顕
在
化

し
、
混
乱
が
全
国
的
に
生

じ
ま
し
た
。
行
政
手
続
き

の
遅
れ
は
、
国
も
問
題
視

し
て
お
り
効
率
化
を
図
る

た
め
に
は
、
手
続
き
に
お

け
る
書
面
主
義
、
押
印
原

則
、
対
面
主
義
の
見
直
し

を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
化
を

一
気
に
進
め
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
人
材

の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
職
員
能
力
の
向
上
と

民
間
人
材
の
登
用
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問　

来
年
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
２
０
２
５
年
に
滋
賀

県
で
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。
に
も

関
わ
ら
ず
、
市
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
使
用
料
金
に
、

し
ょ
う
が
い
者
料
金
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
る
。
し
ょ
う

が
い
者
料
金
の
設
定
は
地

元
で
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
を

開
催
す
る
う
え
で
、
た
い

へ
ん
重
要
な
こ
と
と
考
え

る
が
当
局
の
お
考
え
を
お

聞
か
せ
願
い
た
い
。

答　

受
益
者
負
担
を
原

則
と
し
て
応
分
の
使
用
料

負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
は
一
定
の
ス

ペ
ー
ス
を
貸
切
り
で
独
占

的
に
使
用
す
る
性
格
上
、

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
も

無
い
人
も
同
等
の
負
担
を

お
願
い
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

よ
り
多
く
の
人
に
ス
ポ
ー

ツ
を
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
施
設
環
境
の
整
備
、

参
加
機
会
の
創
出
、
使
用

料
金
の
設
定
な
ど
を
今
後

前
向
き
に
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

みんな真剣！

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

みんなに優しい居
場所について考え
ていきましょう！

　��「転
てん

禍
か

為
い

福
ふく

」
災いを転機として
きっかけづくりを！

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

文
書・ハ
ン
コ・対
面
な
ど

「
ア
ナ
ロ
グ
市
役
所
」の
慣
習

の
見
直
し
に
つ
い
て

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

し
ょ
う
が
い
者
料
金
の
設
定
を
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竹
本
　
直
隆
　
議
員

（
新
し
い
風
）

鬼
頭
　
明
男
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

問　

滋
賀
県
で
は
必
要
に
応

じ
て
洪
水
の
流
化
を
阻
害
す

る
河
道
内
樹
木
の
伐
採
を
行

う
と
回
答
を
さ
れ
て
い
る
が
、

高
時
川
の
堤
防
斜
面
に
繁
殖

し
て
い
る
竹
林
は
市
道
に
も

は
み
出
て
い
る
。
伐
採
、
処

分
は
県
が
す
べ
き
と
思
う
が
、

市
の
認
識
を
問
う
。

答　

河
道
内
の
樹
木
伐
採
は
、

河
川
の
氾
濫
か
ら
市
民
の
生

命
及
び
財
産
を
守
る
観
点
と

し
て
必
要
な
処
置
で
す
が
、

市
道
区
域
に
つ
い
て
は
、
市

道
の
安
全
対
策
上
必
要
な
場

合
、
県
と
協
議
の
上
で
伐
採

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

市
道
に
竹
が
覆
い
か
ぶ

さ
り
、
危
険
な
場
合
に
は
道

路
法
44
条
に
よ
り
県
に
対
し

て
伐
採
、
撤
去
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
問
う
。

答　

市
道
の
管
理
上
、
命
令

は
で
き
ま
す
。
県
が
伐
採
し

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

周
辺
自
治
会
に
よ
る
高

時
川
堤
防
の
竹
林
伐
採
、
処

分
、
清
掃
に
つ
い
て
は
、・

負

担
も
年
々
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
自
治
会
に
対
す
る・

支
援

等
は
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

答　

一
級
河
川
に
お
け
る
竹

林
伐
採
や
草
刈
り
等
に
対
す

る
支
援
は
市
と
し
て
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
県
か
ら

は
年
一
回
支
援
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
自
治
会
が
行
う
活
動

に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
県

に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

竹
林
の
伐
採
の
対
応
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
認
識

か
を
問
う
。

答　

県
と
自
治
会
が
協
定
を

結
ん
で
い
た
だ
き
対
応
さ
れ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

長
浜
市
事
業
継
続
緊

急
支
援
金
の
支
給
状
況
は

８
月
25
日
現
在
２
８
８
３

件
（
法
人
１
０
３
０
件
・

個
人
１
８
５
３
件
）、
国

民
健
康
保
険
料
の
減
免
制

度
を
申
請
さ
れ
た
事
業
者

は
１
４
２
件
。
二
つ
を
比

較
す
る
と
、
国
民
健
康
保

険
料
の
減
免
制
度
の
申
請

数
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
、
市
の
見
解
に
つ
い
て

問
う
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

制
度
に
き
ま
し
て
は
、
市

や
長
浜
商
工
会
議
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
６
月
の

納
付
通
知
書
の
発
行
の
際

に
、
制
度
概
要
の
チ
ラ
シ

を
同
封
し
、
加
入
す
る
全

世
帯
に
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。

　

申
請
件
数
の
違
い
に
つ

い
て
は
、
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
の
違
い
の

他
、
対
象
者
や
収
入
申
請

要
件
等
、
制
度
上
の
違
い

に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と

考
え
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収

束
し
て
い
な
い
社
会
情
勢

の
中
、
支
援
を
必
要
と
さ

れ
る
事
業
者
の
方
な
ど
に

し
っ
か
り
情
報
が
届
く
よ

う
、
関
係
課
と
連
携
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
制
度

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

繁茂している竹林

国民健康保険料減免申請の案内文

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

周辺自治会による
伐採負担があまり
にも大きい

国保料を引き下げる要
望もしながらぜひ必要
な方は減免申請を！

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

高
時
川
堤
内
、
及
び
市
道

管
理
に
つ
い
て

国
保
料
減
免
申
請
の

周
知
徹
底
を
！
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轟
　
保
幸
　
議
員

（
恵
風
会
）

髙
山
　
亨
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

問　

湖
北
圏
域
河
川
整
備

は
、
丹
生
ダ
ム
中
止
の
代

替
え
洪
水
対
策
し
て
、
平

成
28
年
か
ら
開
始
さ
れ
、

一
部
堤
防
工
事
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
下
流
部
の

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
は
未
着

手
で
あ
る
。
整
備
期
間
も

20
年
と
長
期
で
あ
り
、
上

流
部
お
い
て
も
近
年
流
出

土
砂
の
堆
積
が
目
立
っ
て

い
る
。
先
行
き
に
対
し
住

民
の
不
安
の
声
が
聞
か
れ

る
。
ま
た
、
瀬
切
れ
対
策

に
も
問
題
が
あ
り
整
備
計

画
の
見
直
し
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
市
の
見
解
を

問
う
。

答　

河
川
整
備
に
つ
い

て
は
、
整
備
期
間
に
関
わ

ら
ず
一
刻
も
早
い
対
策
が

必
要
で
あ
り
、
県
知
事
対

し
て
、
再
三
要
望
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
に
個
別

化
補
助
金
を
要
望
し
高
時

川
の
河
川
整
備
事
業
に
集

中
し
て
予
算
配
分
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

に
対
し
て
は
、
抜
本
的
に

河
川
整
備
計
画
に
基
づ
く

推
進
が
必
要
で
あ
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
と
目
に
見
え
る

形
で
進
め
る
こ
と
が
、
市

民
の
安
心
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
瀬
切
れ

対
策
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
対
応
し
て
も
ら
う
よ
う

求
め
て
い
き
ま
す
。

問　

全
国
の
自
治
体
か
ら

少
人
数
学
級
を
求
め
る
動

き
が
あ
り
、
国
も
検
討
を

始
め
て
い
る
。
緊
急
事
態

宣
言
下
の
「
分
散
登
校
」

は
、
子
ど
も
や
先
生
に
歓

迎
さ
れ
、
感
染
症
対
策
と

し
て
も
こ
の
機
会
に
一
気

に
先
生
を
増
や
し
て
「
少

人
数
学
級
」
へ
と
前
進
し

て
ほ
し
い
。
今
の
学
校
や

子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
深

刻
な
問
題
を
解
決
す
る
大

き
な
力
と
な
る
の
で
は
。

答　

市
内
各
小
中
学
校

は
、
県
下
に
先
駆
け
す
べ

て
35
人
以
下
の
学
級
を
実

現
し
て
お
り
（
少
人
数
指

導
も
算
数･

数
学
を
中
心

に
実
施
）、
今
後
も
国
や

県
の
少
人
数
学
級
整
備
に

向
け
た
動
向
を
注
視
し
要

望
も
し
て
い
き
ま
す
。
少

人
数
の
方
が
丁
寧
で
個
々

に
あ
っ
た
適
切
な
指
導
が

で
き
る
の
は
当
然
で
す

が
、
最
適
人
数
は
、
授

業
内
容
や
教
科
等
に
よ
っ

て
」
一
概
に
何
人
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
教
室
や
先
生

の
確
保
が
必
要
で
、
そ
れ

ら
は
困
難
な
状
況
に
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
先
生

方
の
様
々
な
ス
ト
レ
ス
も

懸
念
し
て
お
り
負
担
軽
減

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

高時川上流部堆積土砂

市内小学校３年生の 35人学級の授業の様子

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

流域住民の安全・
安心な生活のため、
早期実現が必要

日本も欧米並みに
20人学級を実現
したいですね。

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

湖
北
圏
域
河
川
整
備
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う

安
心
ゆ
と
り
の
「
少
人
数

学
級
」
の
実
現
を
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中
川
　
リ
ョ
ウ
　
議
員

（
尽
誠
）

佐
金
　
利
幸
　
議
員

（
尽
誠
）

問　

ア
ー
ト
と
教
育
を
結

び
つ
け
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育
に
つ
い
て
当
局
の
見
解

を
問
う
。

答　

本
市
の
小
中
学
校

で
は
従
来
か
ら
各
校
の
特

色
あ
る
教
育
活
動
と
し
て

の
伝
統
芸
能
や
美
術
に
先

端
技
術
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

新
し
い
教
育
活
動
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
踏
ま
え
、
さ
ら

に
充
実
す
る
よ
う
に
今
後

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
早

期
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
ど
の
よ
う
な
人
材
を

想
定
さ
れ
て
い
る
の
か

答　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
サ

ポ
ー
ト
等
、
本
市
の
実
情

や
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
効
果
的
な
支
援
体
制
の

早
期
実
現
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
配
置
す
る
支

援
員
に
つ
い
て
は
授
業
支

援
、
校
務
支
援
、
校
内
研

修
、
環
境
整
備
等
の
幅
広

い
業
務
に
対
応
で
き
る
豊

富
な
知
識
と
経
験
を
備
え

た
人
材
の
配
置
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

問　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
利
用
機
能
の
検
討
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を

想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

名
簿
・
出
欠
・
成
績
・

指
導
記
録
等
の
管
理
や
通

知
表
・
指
導
要
録
等
の
帳

票
作
成
が
可
能
な
「
校
務

情
報
の
管
理
・
運
用
機
能
」

を
有
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
予
定
で
す
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

観
光
客
の
減
少
が
見
込
ま

れ
経
営
が
相
当
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
る
。
㈱
黒

壁
は
、
長
浜
観
光
振
興
の

大
黒
柱
で
あ
り
、
市
民
に

と
っ
て
大
切
な
財
産
で
あ

る
。
今
後
当
局
と
し
て
ど

の
よ
う
な
支
援
を
す
る
の

か
問
う
。

答　

毎
年
２
０
０
万
人
も

の
観
光
客
を
呼
び
、
地
域

再
生
や
ま
ち
づ
く
り
の
成

功
例
と
し
て
全
国
で
も
注

目
さ
れ
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
下

に
あ
っ
た
４
月
５
月
は
、

来
街
者
数
が
前
年
と
比
べ

て
１
割
に
も
満
た
な
い
状

況
と
な
り
深
刻
な
打
撃
を

受
け
て
い
ま
す
。
ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据

え
、
令
和
２
年
度
か
ら
３

カ
年
に
わ
た
る
事
業
改
善

計
画
を
改
め
て
作
成
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
定
例

会
に
お
き
ま
し
て
、
黒
壁

ガ
ラ
ス
館
の
長
寿
命
化
工

事
に
係
る
費
用
補
助
の
補

正
予
算
を
上
程
い
た
し
ま

し
た
。

更新されたパソコンが並ぶコンピューター室

明治33年旧第130国立銀行として建てられた黒壁

前例にとらわれな
い教育を！

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

黒壁ガラス館を
みなさんで守り
ましょう

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

出
資
法
人
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
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丹
生
　
隆
明
　
議
員

（
尽
誠
）

多
賀
　
修
平
　
議
員

（
新
し
い
風
）

問　

小
、
中
学
校
の
感
染

予
防
対
策
に
お
け
る
公
表

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
感

染
し
た
児
童
が
発
生
し
た

と
き
、
校
名
を
公
表
す
る

か
ど
う
か
自
治
体
ご
と
に

対
応
が
割
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
問
う
。

答　

感
染
が
判
明
し
た
場

合
は
、
一
時
的
な
臨
時
休

業
措
置
等
の
感
染
拡
大
防

止
策
を
講
じ
つ
つ
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
う

え
で
「
形
」
に
捉
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
迅
速
な
情
報

提
供
等
の
対
応
を
状
況
に

応
じ
て
取
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

感
染
者
に
対
す
る
差
別
や

偏
見
、
誹
謗
中
傷
は
絶
対

に
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
の
啓
発
も
行
い
な
が

ら
、
感
染
拡
大
を
防
ぎ
、

安
心
、
安
全
な
子
ど
も
達

の
生
活
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

田
川
の
河
川
改
修
は

20
年
か
か
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の

20
年
、
虎
姫
地
域
の
住
民

（
特
に
西
部
地
域
）
と
市

は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
る
べ
き
か
具
体
的
に
問

う
。

答　

ご
指
摘
の
と
お
り
、

河
川
の
改
修
は
長
期
に
及

び
、
整
備
が
完
了
し
た
と

し
て
も
、
水
害
の
お
そ
れ

が
ま
っ
た
く
な
く
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。

　

ま
た
、
水
害
等
を
想
定

し
、
避
難
経
路
や
危
険
な

場
所
を
お
互
い
に
住
民
自

ら
が
話
し
合
い
、
避
難

マ
ッ
プ
や
避
難
計
画
の
作

成
を
住
民
自
ら
が
行
う
災

害
図
上
訓
練
を
本
年
度
実

施
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

本
年
度
の
実
施
は
見
送

り
、
次
年
度
以
降
に
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

問　

水
害
対
策
に
つ
い
て

議
員
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

お
願
い
し
た
い
。

答　

承
知
し
ま
し
た
。

市内小学校の日々の消毒作業

田川カルバート西口

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

子どもの安心・安
全な生活を守ろう！

早期実現をお願い
します！！

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

学
校
現
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
は

虎
姫
地
域
に
お
け
る
、
安
全
・
安
心
を
担
保

す
る
た
め
の
具
体
的
な
事
業
施
策
に
つ
い
て
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番号 件　　　名

付
託
先
委
員
会

会派

議員

議決結果

恵風会 尽誠 日本共産党 新政クラブ 新しい風
公
明
党

無 無

伊
藤
喜
久
雄

千
田
　
貞
之

轟
　
　
保
幸

藤
井
　
　
登

松
本
　
長
治

矢
守
　
昭
男

草
野
　
　
豊

佐
金
　
利
幸

中
川
　
　
勇

中
川
リ
ョ
ウ

丹
生
　
隆
明

浅
見
　
信
夫

鬼
頭
　
明
男

斉
藤
　
佳
伸

髙
山
　
　
亨

押
谷
與
茂
嗣

中
嶌
　
康
雄

宮
本
　
鉄
也

吉
田
　
　
豊

多
賀
　
修
平

竹
本
　
直
隆

山
﨑
　
正
直

鋒
山
　
紀
子

柴
田
　
光
男

西
尾
　
孝
之

○市長提出議案
第83号 令和２年度長浜市一般会計補正予算（第５号） 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

第88号 令和元年度長浜市一般会計歳入歳出決算の認定
について

決 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ×

第89号 令和元年度長浜市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ×

第91号 令和元年度長浜市後期高齢者医療保険特別会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ×

第92号 令和元年度長浜市介護保険特別会計歳入歳出決
算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ×

○議員提出議案
意見書案
第１号 少人数学級を求める意見書 総

否決
× × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ー ○

意見書案
第２号

新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査拡充を
求める意見書 健 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ー ○

令和２年 長浜市議会　９月定例会議決結果表

※ 表内の「○」は賛成、「×」は反対を表します。　※ 会派名の「無」は、会派に属さない議員です。　※議長の柴田光男議員は採決に加わりません。

番号 件　　名 付託先委員会 議決結果

意見書案
第３号 新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書 ー 可決

番号 件　　名 付託先委員会 議決結果

第１号〜
第13号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ー 可と答申

番号 件　　名 付託先委員会 議決結果

第84号 令和２年度長浜市一般会計補正予算（第６号）

予 可決
第85号 令和２年度長浜市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

第86号 令和２年度長浜市介護保険特別会計補正予算（第１号）

第87号 令和２年度長浜市病院事業会計補正予算（第２号）

第90号 令和元年度長浜市国民健康保険特別会計（直診勘定）
歳入歳出決算の認定について

決

認定

第93号 令和元年度長浜市休日急患診療所特別会計歳入歳出決
算の認定について

第94号 令和元年度長浜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

第95号 令和元年度長浜市病院事業会計決算の認定について
健

第96号 令和元年度長浜市老人保健施設事業会計決算の認定について

第97号 令和元年度長浜市公共下水道事業会計決算の認定について 産

第98号 長浜市放課後児童クラブ条例の一部改正について 健

可決

第99号 長浜市道路占用料徴収条例の一部改正について

産第100号 長浜市地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部改正について

第101号 都市公園の廃止について

第102号 財産の取得について 総

第103号 市道の路線の認定について 産

第104号 令和元年度滋賀県市町村交通災害共済組合会計の決算
の認定について 総 認定

第105号

上草野財産区管理会の委員の選任について ー 同意第107号
〜

第112号

第113号 令和２年度長浜市一般会計補正予算（第７号）
予 可決

第114号 令和２年度長浜市国民健康保険特別会計（直診勘定）
補正予算（第２号）

○市長提出議案

○諮問

●賛否の分かれた議案等

●全員一致で可決・同意した議案等
○委員会提出議案 議決した意見書

の要旨をお伝え
します

衆・参両院議長、総理大臣、財務
大臣、総務大臣、文部科学大臣、
厚生労働大臣、経済産業大臣、内
閣官房長官にあてて提出しました

新型コロナウイルス感染症対策について、以下の内容で
国に対し早急な対応を求めました。
＜意見書の要旨＞
１ ＰＣＲ検査をはじめとした検査体制を充実し、安全なワク

チンの開発や十分な量の確保を促すとともに、適切な治療
法の早期確立を図ること。また、季節性インフルエンザの
流行期における検査や医療の需要に対応した体制を確保す
ること。

２ 医薬品・防護用具等、必要な医療物資の必要量を確保する
こと。とりわけ、医療物資の供給に万全な対策を講じること。 

３ 観光関連をはじめとする地元産業への風評被害等を防止す
るため、必要な対策を講じること。 

４ 正確かつ詳細な情報提供を引き続き迅速に行うとともに、
多言語による 24 時間対応の相談窓口など相談体制の充実
を図ること。

５ 保健師・看護師等従事者の増員確保に必要な措置を講じる
こと。

６ 病院等の経営に影響が及ばないよう市民の命を守る医療体
制を確保する財政支援を講じること。

７ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金をさら
に措置されるとともに、中小企業・小規模事業者の家賃以
外の固定費に対する支援措置を講じること。

８ 地方公共団体が実施する新型コロナウイルス感染症対策へ
の財政支援を講ずること。また、自治体運営に支障が生じ
ない財政措置や資金繰りへの対策を特に講じること。 

９ 中小企業・小規模事業者、農林漁業者、観光事業者、食品
関連事業者等が事業継続できるよう引き続き徹底した資金
繰り・倒産防止対策を講じること。

10 小・中学校の臨時休業の影響による学力低下の防止等のた
め、地方自治体が実施する事業に十分な財政措置を講じる
こと。

11 介護・しょうがい福祉サービスを提供する従事者の負担を
踏まえ、事業者や従事者への支援措置を講じること。

国へ新型コロナウイルス感染症
対策に関する意見書を提出

注目①議会の動き

決…決算　　　予…予算　　　健…健康福祉　　　総…総務教育　　　産…産業建設
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11月19日(木)�９月定例会閉会日
　　　　　　��定例常任委員会
　　　　　　��10時～�産業建設常任委員会
　　　　　　��13時～�健康福祉常任委員会
　　　　　　��15時～�総務教育常任委員会
11月27日(金)�12月定例会開会日

12月�９日(水)～11日(金)　個人一般質問
12月14日(月)�産業建設常任委員会、予算分科会
12月15日(火)�健康福祉常任委員会、予算分科会
12月16日(水)�総務教育常任委員会、予算分科会

12月18日(金)�予算常任委員会
12月22日(金)�採決
�２月19日(金)�12月定例会閉会日

※�（日程は変更される場合があります）このほかにも随時、議会運営委員会等が開催されます。詳しく
はホームページまたは議会事務局でご確認ください。

写真に団体名と、活動内容の紹介等コメント
（60文字程度）を添え、データを市議会事務局
（gikai@city.nagahama.lg.jp）へ12月１日までに送信ください。
１月 15日発行号（予定）に掲載します。
〈注意事項〉未発表のもので、被写体（人物・建物等）の肖像権や撮影対象関係者の承諾を得
たものに限ります。応募作品の公開によるトラブルが生じた場合、応募者の責任及び負担にお
いて、その一切を解決するものとします。営利目的、宗教活動、政治活動、また反社会的団体
に関する作品は応募できません。採用は、議会だよりにふさわしいものを市議会広報広聴委員
会で決定し、著作権は長浜市に帰属します。応募に係る一切の費用は応募者でご負担ください。

　

長
浜
赤
十
字
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

感染症対策は自分も周り
の人も守ります。新型コロ
ナウイルスと一丸となっ
て戦う市民の一員として、
病院も頑張ります。

今後の会議予定（11 月１日以降）

市
議
会
の
詳
し

い
情
報
は
こ
ち

ら
か
ら
⬇

一般質問の録画映像
が簡単に見られます！
今号から一般質問のペー
ジに録画映像が見られる
QRコードを議員ごとに掲
載しました。

■
近
年
の
８
月
の
異
常
な
猛
暑
、
９
月
に
大
型

で
非
常
に
強
い
勢
力
で
九
州
に
接
近
し
た
「
台

風
10
号
」
は
、
地
球
規
模
で
の
気
候
変
動
が
影

響
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
北
極
で
は
、

今
年
の
夏
の
最
小
海
氷
面
積
が
約
40
年
間
で
２

番
目
に
小
さ
か
っ
た
、
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま

し
た
。
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。　

■
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
中
で
、
昼
夜
を

問
わ
ず
職
務
に
従
事
さ
れ
て
い
る
医
療
関
係
従

事
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
感
染
症
拡
大
防
止
に

日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ま
に
、

改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
、
運
動
会
や
文
化
祭
な
ど
地
域

行
事
の
中
止
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
上
回
る

経
済
活
動
の
落
込
み
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
が
、「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
下
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
議
員
一
丸
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
今
回
発
行
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
見
や
す
く
親
し
み
の
あ
る
紙
面
に
す
る
た

め
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一

新
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
感
想
や
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

長
浜
市
議
会　

広
報
広
聴
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
５
―
６
５
４
７

　本会議や委員会は、どな
たでも傍聴することができ
ます。市民の皆さんから選
ばれた議員の活動や市政の
動きを知るためにも、ぜひ
傍聴にお越しください。

今
号
の
表
紙

議会の会議を
傍聴しませんか

　えきまちテラス長浜の今後の運営や方向について検討する「えきまちテラス検討チーム」の取り組みについ
ては、前号（7 月 15 日発行）の議会だよりでお知らせしているところですが、6 月 29 日に議長へ検討結果の
答申がありました。その後、産業建設常任委員会で、この答申にさらに検討を加え、えきまち長浜株式会社と
市の今後の対応として取組み例を示し、8 月 3 日に議会から市長に提案しました。

えきまち長浜㈱及び市が講じるべき今後の対応
　① えきまちテラスを公的施設とした活用を前提とする事業展開
　② 会社所有区画への公共施設の入居と将来的な市の保有
　③ 長浜駅西駐車場等の有効活用（駅西駐輪場の整備等）
　④ 同種の第３セクター会社との統合
　⑤「青空 ･ 軽トラ市場」など、駅前広場を活用した集客の検討
　⑥ 駅前空間の質の向上と駅前通りの景観整備などに寄与するモデル的な駅前の景観づくり

■提案の要旨

えきまちテラス長浜の再生に向け市長へ提案をしました注目②議会の動き

市内で元気に活動中の市民活動団体の皆さん
議会だより表紙を飾りませんか


